
人生 59 年の中で初めて事故で骨
折・入院・手術、痛みに伴う不安をひと
つひとつ解消していってくれたのは、
家族の激励、看護師さんの献身的な手
助けのほかなりません。 
今現在リハビリの最中で階段を一歩一
歩の思いで挑戦中です。 

59 歳 男性

食事はお魚も多く、献立もかたよることなく各自に合った食
事が出され、毎日が楽しく入院生活の中での楽しみの一つで
した。 
同室の患者さんとも楽しく過ごすことができました。 
看護師さんはいつもにこやかで、言葉かけも優しく、仕事とは
いえどんなことも笑顔で対応していただき、感謝の気持ちでい
っぱいです。 

64 歳 女性

【発行】 
神戸市垂水区学が丘 1丁目 21-1

 
神戸掖済会病院広報委員会 
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今回のインタビューは、かずおか小児科
數岡 一吉先生に平成 24 年 2 月 28 日に
お話を伺いました。數岡先生は掖済会病院
の近くで開業しておられ、クリニックの中は
子供たちが待合で遊べるように広々とした
スペースがありました。神戸掖済会病院が
移転してくる以前のお話も少しお聞きするこ
とができました。 

 

Q：神戸掖済会病院が移転してくる前と後の違いはあります
か？ 
A：この辺りは昔からあまり変わらず広々としており、この近くの

公園には阪神大震災後には、仮設住宅が建っていました。仮設
住宅が建つ頃までは、周辺に市営住宅や公団がたくさんあり子
供たちもたくさんいました。今は、その子供たちが成人してこの辺
りから離れて行ってしまい、子供が少なくなってきてはいますね。

Q：神戸掖済会病院との病診連携はいかかでしょうか。 
A：もともと入院ができる病院がこの辺では少ないこともあり、神

戸掖済会病院が近くに移転してきてとても助かっています。た
だ、小児科の入院ができる病院は少なくて土日が休診になって
いるところが多いので、休日の急患は、少し距離のある病院へ紹
介することが多いように思います。 

（地域医療連携室 友尻 あや）
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脳
梗
塞
は
ラ
ク
ナ
梗
塞
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
症
、

心
原
性
塞
栓
症
と
大
き
く
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
ラ
ク
ナ
梗
塞
は
、
高
血
圧
に
よ
る
細
い
穿
通
枝

の
閉
塞
で
あ
り
、
か
つ
て
日
本
に
お
い
て
脳
梗
塞
の

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
降
圧
剤
の
進

歩
と
共
に
、
血
圧
管
理
が
浸
透
し
、
ラ
ク
ナ
梗
塞
の

頻
度
が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
食
事
の
西
洋
化

と
と
も
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
主
体
と
す
る
ア
テ
ロ

ー
ム
血
栓
症
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
化

と
と
も
に
、
心
原
性
塞
栓
の
原
因
と
な
る
心
房
細

動
の
有
病
率
が
増
加
し
、
心
原
性
塞
栓
症
も
増
加

し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
症
の
原
因
と
な
る
、
頚

動
脈
狭
窄
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。 

頚
動
脈
狭
窄
症
と
脳
梗
塞
の
関
係
に
つ
い
て 

 

頭
部
への
血
液
は
、
心
臓
よ
り
左
右
の
頚
動
脈
、
椎

骨
動
脈
を
経
て
供
給
さ
れ
ま
す
。
頚
動
脈
は
頚
部

で
総
頚
動
脈
か
ら
内
頚
動
脈
、
外
頚
動
脈
と
枝
分

か
れ
し
、
前
者
が
頭
蓋
内
、
後
者
は
頭
蓋
外
へ
と
血

液
を
供
給
し
て
い
ま
す
。 

 

頚
動
脈
狭
窄
は
、
血
管
の
壁
が
厚
く
な
り
、
内
腔

が
狭
く
な
っ
た
状
態
で
す
。
血
管
壁
が
厚
く
な
っ
た

原
因
は
、
大
部
分
が
ア
テ
ロ
ー
ム
（
粥
状
）
動
脈
硬
化

に
よ
る
も
の
で
す
。
ア
テ
ロ
ー
ム
（
粥
状
）
動
脈
硬
化

と
は
高
脂
血
症
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
喫
煙
な
ど

が
長
い
間
持
続
し
、
動
脈
の
内
膜
（
最
も
内
側
の
組

織
）
に
脂
肪
や
石
灰
な
ど
が
沈

着
し
て
部
分
的
に
肥
厚
し
た
も

の
で
す
。 

 

ア
テ
ロ
ー
ム
（
粥
状
）
動
脈
硬

化
は
、
進
行
す
る
と
肥
厚
し
た

部
分
（
プ
ラ
ー
ク
）
に
出
血
し
た

り
、
表
面
に
潰
瘍
が
で
き
て
血

栓
が
で
き
た
り
し
て
急
に
内
腔

が
狭
く
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に

で
き
た
血
栓
で
頚
動
脈
が
閉
塞

し
た
り
、
ま
た
閉
塞
し
な
く
て

も
血
栓
が
剥
が
れ
、
血
液
と
共

に
脳
内
の
血
管
へ
運
ば
れ
、
血
管
が
閉
塞

さ
れ
る
と
そ
の
部
分
や
そ
の
末
梢
に
脳
梗

塞
を
生
じ
ま
す
。
ま
た
頚
動
脈
狭
窄
の
た

め
、
脳
へ血
液
が
十
分
供
給
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
な
状
況
下
で
は
急
激
な
血
圧
低
下

や
脱
水
・
発
熱
な
ど
で
循
環
不
全
が
重
な

る
と
、
脳
血
管
の
末
端
領
域
に
灌
流
不
全

を
生
じ
て
脳
梗
塞
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

脳
梗
塞
予
防
の
た
め
の
治
療
法
に
つ
い
て 

 

現
在
、
頚
動
脈
狭
窄
症
に
よ
る
脳
梗
塞
予
防
の
治
療
法

に
は
大
き
く
分
け
て
次
の
三
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
（１）

内
服
薬
に
よ
る
治
療
、
（２）
ス
テ
ン
ト
（
血
管
内
治
療
）
に
よ

る
治
療
、
（３）
手
術
（
頚
動
脈
血
栓
内
膜
剥
離
術
）
に
よ
る

治
療 

（１）
内
服
薬
に
よ
る
治
療 

 

頚
動
脈
の
血
栓
は
、
血
小
板
と
い
う
血
液
の
中
に
含
ま
れ

る
血
球
が
集
ま
り
（
凝
集
）
形
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
血

栓
形
成
を
予
防
す
る
た
め
、
血
小
板
が
集
ま
り
に
く
く
す

る
お
薬
（
抗
血
小
板
剤
）
を
内
服
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

し
か
し
、
頚
動
脈
が
約
半
分
以
上
狭
く
な
る
と
、
そ
の
効
果

は
不
十
分
に
な
る
と
国
際
的
に
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ
れ

ば
、
同
時
に
治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
喫
煙
も
危
険
因
子
で
す
の
で
、
禁
煙

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（２）
ス
テ
ン
ト
（
血
管
内
治
療
）
に
よ
る
治

療 
 

通
常
足
の
付
け
根
に
局
所
麻
酔
を
行

い
、
そ
こ
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う
管
を
頚

動
脈
に
留
置
し
、
血
管
内
よ
り
ス
テ
ン
ト

と
い
う
金
属
製
の
筒
を
頚
動
脈
の
狭
窄

部
に
挿
入
し
、
拡
げ
て
留
置
す
る
方
法
で

す
。 
 

ス
テ
ン
ト
を
拡
げ
た
際
、
血
栓
が
剥
が
れ

飛
び
、
脳
梗
塞
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
血
管
の
狭
窄
部
の
末
梢
側
に
フ
ィ

ル
タ
ー
を
一
時
的
に
留
置
し
ま
す
。
ス
テ

ン
ト
を
留
置
後
、
フ
ィ
ル
タ
ー
を
回
収
し

ま
す
が
、
そ
の
際
目
詰
ま
り
し
て
回
収
が

困
難
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に

動
脈
硬
化
の
強
い
方
で
は
、
目
的
と
す
る

頚
動
脈
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
留
置
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
狭
窄
部
の
石
灰

化
が
強
い
方
は
、
ス
テ
ン
ト
で
拡
が
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

最
近
開
発
さ
れ
た
治
療
法
で
あ
り
、
長
期
的
な
成
績
が
不
明
で

す
。
局
所
麻
酔
で
施
行
で
き
る
長
所
が
あ
り
ま
す
が
、
以
上
の
理

由
よ
り
、
現
時
点
で
は
次
に
述
べ
る
手
術
（
頚
動
脈
血
栓
内
膜
剥
離

術
）が
困
難
な
患
者
様
に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。 

血
管
内
治
療
法
（頚
動
脈
ス
テ
ン
ト
術
）の
危
険
性 

1
．
脳
梗
塞 

2
．
出
血
（創
部
や
頭
蓋
内
） 

3
．
徐
脈
、
心
停
止 

4
．
感
染 

5
．
麻
酔
、
薬
剤
な
ど
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク 

6
．
再
狭
窄 

7
．
そ
の
他
予
想
外
の
合
併
症 

（３）
手
術
（頚
動
脈
血
栓
内
膜
剥
離
術
）に
よ
る
治
療 

 

直
接
頚
動
脈
を
切
開
し
、
内
膜
血
栓
を
摘
出
す
る
方
法
で
す
。

 

全
身
麻
酔
下
に
、
患
側
の
頚
部
の
皮
膚
を
約
10

cm
切
開
し
、
皮

下
に
あ
る
筋
肉
や
血
管
、
神
経
を
よ
け
な
が
ら
、
奧
に
あ
る
頚
動

脈
に
到
達
し
ま
す
。
つ
い
で
手
術
用
顕
微
鏡
下
に
一
時
血
流
を
遮

断
し
、
狭
窄
の
部
分
の
血
管
壁
を
切
開
、
内
部
に
あ
る
血
栓
内
膜

を
注
意
深
く
か
つ
丁
寧
に
は
が
し
ま
す
。
そ
の
間
脳
の
保
護
薬
を
点

滴
し
、
脳
波
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
血
管
壁
を

縫
合
し
、
血
流
を
再
開
し
、
皮
膚
の
切
開
部
を
丁
寧
に
縫
合
し
て

手
術
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

手
術
そ
の
も
の
の
危
険
性
（合
併
症
）が
少
な
い
と
い
う
条
件
を
満

た
す
限
り
に
お
い
て
は
、
近
年
の
主
た
る
治
療
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
内
科
的
治
療
お
よ
び
外
科
的
治
療
法
（
頚
動
脈
血
栓

内
膜
剥
離
術
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
テ
ン
ト
（
血
管
内
治
療
）
に
よ

る
治
療
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
必
要
か
つ
適
当
と
思
わ
れ
た
場

合
は
、
ス
テ
ン
ト
治
療
を
行
っ
て
い
る
施
設
へ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。  

 

（脳
外
科 

中
嶋 

千
也
）

脳
卒
中
診
療
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
リ
ハ
）の
観
点
か
ら
、
急
性
期
、
回
復
期
、

維
持
期
の
3
つ
の
病
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
急
性
期
と
は
発
症
し
て
か
ら
1
～
2
週

間
位
ま
で
の
時
期
の
事
で
す
。
発
症
後
、
重
大
な
合
併
症
が
な
け
れ
ば
出
来
る
だ
け
早

期
に
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
リ
ハ
を
開
始
し
ま
す
。
急
性
期
の
リ
ハ
の
目
的
は
日
常
生
活
動
作
の

再
獲
得
と
今
後
、
回
復
期
で
行
わ
れ
る
リ
ハ
の
阻
害
因
子
と
な
る
廃
用
症
候
群
を
予
防

す
る
事
で
す
。
ま
ず
最
初
に
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
行
わ
れ
る
の
は
関
節
拘
縮
予
防
と
褥
瘡

予
防
で
「良
肢
位
保
持
」、
「関
節
可
動
域
練
習
」
、
「
体
位
変
換
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。
次

に
呼
吸
、
血
圧
、
脈
拍
が
落
ち
着
け
ば
「
座
位
耐
性
練
習
」
へ
と
進
め
ま
す
。
こ
れ
は
車

椅
子
や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
へ
の
移
動
や
座
位
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。
座
位
耐
性
が
向
上
し
離
床
が
進
め
ば
「
基
本
動
作
練
習
」
（
起
き
上
が
り
→
立
ち

上
が
り
→
歩
行
）
、
「
日
常
生
活
動
作
練
習
」
な
ど
実
施
し
、
回
復
期
リ
ハ
へ
と
進
み
ま

す
。
回
復
期
リ
ハ
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
入
院
し
た
病
院
で
は
な
く
回
復
期
リ
ハ
病
棟
を

も
つ
リ
ハ
専
門
病
院
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

脳
卒
中
診
療
に
は
機
能
分
化
と
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
必
要
で
①
か
か

り
つ
け
医
②
急
性
期
病
院
③
リ
ハ
専
門
病
院
④
療
養
型
病
院
や
老
人
保
健
施
設
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当
院
で
は
急
性
期
リ
ハ
を
担
当
し
、
早
期
リ
ハ
を
実
施
し
、
早
期
離

床
、
廃
用
症
候
群
予
防
が
出
来
る
体
制
を
作
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

（理
学
療
法
士 

山
下 

拓
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

言
語
聴
覚
士
（
ST
）
は
2
名
在
籍
し
、

失
語
症
・
構
音
障
害
・
高
次
脳
機
能
障
害

等
に
対
す
る
言
語
リ
ハ
ビ
リ
、
摂
食
嚥
下

障
害
に
対
す
る
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
処
方
の
約
70
％
が
後

者
で
あ
り
、
原
因
疾
患
は
脳
血
管
障
害
・

誤
嚥
性
肺
炎
が
大
半
で
す
。
当
院
で
実
施

可
能
な
摂
食
嚥
下
評
価
は
、
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
の
各
種
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、
放
射
線
科
で
実
施
す
る

VF(

嚥
下
造
影
検
査)

、
耳
鼻
咽
喉
科
で
実
施
す
る
VE
（
嚥
下

内
視
鏡
検
査
）で
す
。
外
来
で
の
実
施
も
可
能
で
す
。
評
価
後

は
、
口
腔
ケ
ア
・
嚥
下
関
連
筋
の
廃
用
予
防
や
強
化
・
嚥
下
反

射
の
強
化
を
中
心
と
し
た
基
礎
嚥
下
訓
練
、
食
物
を
用
い
た

段
階
的
摂
食
訓
練
を
実
施
し
、
摂
食
時
の
姿
勢
や
一
口
量
、

食
事
形
態
な
ど
の
食
事
摂
取
時
の
留
意
点
な
ど
も
指
導
し
て

い
き
ま
す
。 

（言
語
聴
覚
士 

赤
川 

さ
や
か
）

昨
年
秋
よ
り
脳
外
科
医
が
3
人
に
な
り
ま
し
た
。
脳
外
科
病
棟
と
し
て
徐
々
に
そ

の
雰
囲
気
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
ア
ル
テ
プ
ラ
ー
ゼ
療
法
で
す
。

勉
強
会
を
開
い
て
学
習
し
て
い
る
間
に
も
対
象
患
者
様
の
入
院
が
数
件
続
き
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
全
員
が
昼
夜
関
係
な
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
，
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
基
礎

か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
頭
部
外
傷
や
脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
、
脳
腫
瘍
な
ど

急
性
期
看
護
に
重
要
な
観
察
や
手
術
後
に
必
須
と
な
る
ド
レ
ー
ン
管
理
に
つ
い
て
も
、

勤
務
経
験
の
長
い
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
、
一
通
り
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

チ
ー
ム
医
療
の
一
環
と
し
て
、
従
来
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
や
Ｍ
Ｓ
Ｗ
と
の
共
同
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
週
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
続
け
て
来
ま
し
た
が
、
医
師
が
加
わ
る
こ
と
で
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
の
質
も
高
ま
り
活
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
患
者
様
に
も
参
加
し

て
頂
い
て
、
一
緒
に
問
題
解
決
に
向
け
て
検
討
出
来
る
よ
う
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

脳
神
経
疾
患
は
最
終
的
に
は
そ
の
患
者
様
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
の
か
、
と
言

っ
た
ク
オ
リ
テ
ィ
と
ア
ウ
ト
カ
ム
が
大
切
で
す
。
急
性
期
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
患
者

様
個
々
の
回
復
ス
テ
ッ
プ
に
対
応
し
た
適
切
な
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
中
・
長

期
的
な
視
点
で
ケ
ア
を
継
続
す
る
た
め
に
は
地
域
連
携
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
病
棟
も

急
性
期
医
療
の
分
野
で
神
戸
地
域
医
療
連
携
の
一
役
を
担
っ
て
お
り
、
24
時
間
対
応

の
ベ
ッ
ド
準
備
と
医
療
看
護
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
活
動
と
並
行
し
て
胃
瘻
造
設
の
ケ
ア
や
摂
食
療
法
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
、
診
療
報
酬
上
の
算
定
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
高
齢
者
が
多
く
、
せ
ん

妄
や
肺
炎
等
の
合
併
症
、
寝
た
き
り
に
な
る
危
険
性
等
も
あ
り
、
私
達
は
潜
在
的
な
問

題
の
予
防
に
も
努
め
て
い
ま
す
。 

以
前
「
脳
は
苦
手
」
と
話
し
て
い
た
看
護
師
も
、
今
で
は
患
者
様
の
ケ
ア
と
日
々
の
学

習
に
一
生
懸
命
で
す
。
勉
強
不
足
を
自
戒
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
見
ぬ

患
者
様
を
受
け
入
れ
る
時
の
緊
張
感
と
、
一
生
懸
命
ケ
ア
を
し
終
え
た
時
の
達
成
感
が

と
て
も
い
い
で
す
。 

病
床
数
54
床
（
約
半
分
は
他
疾
患
の
混
合
病
棟
で
す
）
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
30
数
名
、
ス

タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
が
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
患
者
様
を
大
切
に
思
う
看
護
の
心

と
感
性
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（看
護
師
長 

辰
巳 

淑
子
）

神戸掖済会病院医療連携懇話会 
 

日時 ： 平成 24 年 4 月 19 日（木） 
会場 ： シーサイドホテル舞子ビラ神戸 3F 『 舞子の間 』 
 

プ ロ グ ラ ム 
18：30   開会の辞 院長 島津 敬 
各科より発表 司会 ：  副院長 大鶴 実 

1. 糖尿病教室の実際～教育入院前後のデータ比較を交えて～ 
2. 心不全の在宅呼吸管理について 
3. 当院における脳外科診療の現状と課題～脳卒中について～ 
4. 当院外科における消化器疾患治療の現状 
5. 地域医療連携室からの報告 

19：50   閉会の辞    名誉院長 安田 青兒 
終了後、情報交換の場をご用意しております。

 
＊上記日程で開催します。地域の先生方、多数のご参加おまちして

おります。 
お問い合わせは神戸掖済会病院地域医療連携室までご連絡 
ください。（078-781-1411 直通） 



 
 
 

私
が
走
り
出
し
た
き
っ
か
け
は
、
よ
く
あ
る
「
産
後
太

り
解
消
」
の
た
め
で
す
。
ぼ
ち
ぼ
ち
走
り
始
め
た
2

0

0

0
年
頃
は
、
今
よ
り
体
重
が
15

kg
ほ
ど
あ
り
、
煙

草
も
1
日
20
本
以
上
吸
い
、
好
き
な
だ
け
飲
み
食
い

す
る
と
言
う
、
不
健
康
極
ま
り
な
い
状
態
で
し
た
。
（以

下
は
、
長
く
な
り
ま
す
の
で
省
略
。
） 

こ
ん
な
私
で
も
、
時
間
を
見
つ
け
て
コ
ツ
コ
ツ
走
り
続

け
、
11
月
20
日
に
行
わ
れ
た
『
第
1
回
神
戸
マ
ラ
ソ

ン
』に
出
走
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

実
は
、
3
週
間
前
の
『大
阪
マ
ラ
ソ
ン
』に
も
出
走
し
、

あ
ま
り
に
も
不
甲
斐
な
い
結
果
だ
っ
た
為
、
「ナ
ー
ス
服
コ

ス
プ
レ
で
フ
ァ
ン
ラ
ン
！
！
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
考
え

直
し
て
「ガ
チ
走
り
！
」と
決
め
て
い
ま
し
た
。
コ
ス
プ
レ
を

楽
し
み
（？
）に
さ
れ
て
い
た
皆
様
、
ス
ミ
マ
セ
ン
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
結
果
で
す
が
・
・
・
・
元
来
、
田

舎
者
の
私
で
す
の
で
、
○
万
人
単
位
の
人
間
を
目
に
す

る
と
、
ど
う
も
舞
い
上
が
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
ス
タ

ケア提供者（医療者）への心理的ケアを目指して 

 皆さん,臨床心理士をご存じですか？ 
臨床心理士とは『こころに何らかの問題を抱えている人に対し
て、問題解決やその人の自己実現を目指して、支援するこころの
専門家』を意味します。 
 私は長年看護師として働いてきましたが、看護師が職場の人間
関係に悩み,ストレスから体調を崩していく人、インシデント・アク
シデントの傷つきを長期に抱えて悩んでいる人たちをみてきまし
た。ケア提供者である医療者の心身の健康状態が、延いては患
者様にも影響を与えることが考えられます。このような状況に対し
て、次第にケア提供者である医療者がよりいきいきと元気に働く
ことができるようにメンタルヘルスケアをしていきたいと考えるよう
になりました。そして 40 代半ばで臨床心理学を学ぶために大学
院に進み、昨年、臨床心理士の資格を取得いたしました。現在
は、看護師と臨床心理士のダブルライセンスを活かし、少しずつ
ではありますが、メンタルヘルスケアに取り組んでいます。 
具体的な活動としては 

1．「インシデント・アクシデントフォロー面談」を行っています。
これは、インシデント・アクシデントを経験し、自信を失っている
状態からの自信回復と,自分自身の気持ちを整理し、元気に
働くことができるように支援することを目的にしています。 
2．全職員を対象に「職場で取り組めるストレスマネジメント」と
して「セルフケア」や「ラインケア」などの研修を行っています。

昨年からこのような取り組みを行っており、まだまだ手探り
状態です。今後さらに,医療者の皆様がいきいきと元 
気に働くことができ,患者様と向き合うことができる 
ように、微力ではありますが取り組んでいきたいと 
考えています。                     

（看護師・臨床心理士 中谷 千鶴）

ー
ト
位
置
は
前
か
ら
50
列
目
く
ら
い
。
号
砲
と
と
も
に

周
り
に
流
さ
れ
て
飛
び
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
明
ら

か
に
オ
ー
バ
ー
ペ
ー
ス
。
舞
子
の
折
り
返
し
ま
で
の
小
刻

み
な
起
伏
と
、
折
か
ら
の
向
か
い
風
で
か
な
り
の
消
耗
。

折
り
返
し
て
か
ら
は
今
度
は
追
い
風
や
ー
！
と
思
い
き

や
予
想
以
上
に
暑
い
！
（当
日
の
最
高
気
温
は
20
℃
く

ら
い
あ
っ
た
そ
う
で
す
） 

須
磨
、
和
田
岬
、
モ
ザ
イ
ク
と
進
む
に
つ
れ
、
30

km
過

ぎ
か
ら
急
激
に
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
。
走
り
た
い
け
ど
脚
が
前

に
行
か
な
い
の
で
す
。
そ
の
上
、
左
大
腿
四
頭
筋
が
痙
攣

し
始
め
、
「
止
ま
っ
た
ら
動
け
な
く
な
る
」
と
言
う
衝
動

に
駆
ら
れ
、
惰
性
で
浜
手
バ
イ
パ
ス
へ。
そ
れ
か
ら
は
、
沿

道
の
応
援
に
も
愛
想
笑
い
し
か
出
来
ず
、
た
だ
た
だ
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
て
歩
を
進
め
ま
し
た
。
結
果
、
3
時
間

35
分
52
秒
（グ
ロ
ス
タ
イ
ム
・ピ
ス
ト
ル
が
鳴
っ
て
か
ら
ゴ

ー
ル
ラ
イ
ン
に
到
達
す
る
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
）
。
今

ま
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
て
き
た
中
で
2
番
目
の
タ
イ

ム
で
し
た
。
目
標
は
、
3
時
間
30
分
切
る
こ
と
だ
っ
た

の
で
少
し
残
念
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
記
念
す
べ
き

第
1
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
を
完
走
で
き
た
こ
と
に

感
無
量
で
し
た
。
大
丸
・
栄
町
界
隈
の
神
戸
ら
し
い
建

物
、
長
田
の
鉄
人
28
号
、
須
磨
・
塩
屋
の
海
で
見
た
大

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
は
、
椎
間
板

が
後
方
に
逸
脱
し
、
神
経
を
圧
迫
す

る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。 

レ
ベ

ル
別
で
は
、
第
4
／
5
腰
椎
間
で

神
経
が
障
害
さ
れ
る
も
の
が
最
も

多
く
約
半
数
、
次
い
で
第
5
腰
椎

/
仙
骨
間
で
神
経
が
障
害
さ
れ
る

も
の
が
多
い
で
す
。  

腰
痛
お
よ
び
坐
骨
神
経
痛
が
主

症
状
と
な
り
ま
す
。 

坐
骨
神
経
痛

は
臀
部
、
大
腿
後
面
、
下
肢
外
側
、

足
ま
で
放
散
す
る
こ
と
が
多
く
、
さ

ら
に
障
害
神
経
根
領
域
の
知
覚
異

常
や
脱
力
感
を
伴
い
ま
す
。
ま
れ

に
、
尿
閉
な
ど
の
馬
尾
障
害
が
お
こ

り
ま
す
。 

症
状
と
臨
床
所
見
だ
け
で
、
ヘ
ル
ニ

ア
の
高
位
、
部
位
ま
で
あ
る
程
度
は

診
断
可
能
で
す
が
、
診
断
を
確
定

さ
せ
る
た
め
、
画
像
診
断(

M

R

I
検
査
な
ど)

を
行
い
ま
す
。  

治
療
に
は
、
保
存
的
治
療
法
と

手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。
保
存
的

治
療
法
に
は
、
薬
物
療
法
、
注
射
療

法 

、
牽
引
療
法
、
装
具
療
法
、
物

理
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。 薬

物
治
療
は
、
消
炎
鎮
痛
剤 

、

中
枢
性
筋
弛
緩
剤 

、
抗
け
い
れ
ん

薬
な
ど
を
使
用
し
、
疼
痛
が
強
い
場

合
は
、
弱
、
強
オ
ピ
オ
イ
ド
や
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

注

射
療
法
で
は
、
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク 

、

神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク 

な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
坐
骨
神

経
痛
を
軽
減
し
、
手
術
へ
の
移
行
を

予
防
し
ま
す
。 

神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
障
害
神
経
根
を
直
接
ブ
ロ
ッ
ク

す
る
こ
と
で
、
劇
的
に
坐
骨
神
経
痛

が
消
失
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
の
自
然
経
過
は

約
50
％
の
患
者
さ
ま
は
2
週
で
、

70
％
は
6
週
で
軽
快
し
ま
す
。
保

存
療
法(

6
～
8
週)

に
抵
抗
す
る

坐
骨
神
経
痛
の
患
者
さ
ま
に
対
し

て
は
、
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

漁
旗
、
明
石
海
峡
大
橋
、
休
日
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
で
賑

わ
う
群
衆
、
そ
し
て
浜
手
バ
イ
パ
ス
か
ら
神
戸
大
橋
。
雄

大
な
神
戸
港
と
晩
秋
の
装
い
の
六
甲
の
山
々
。
16
年
前

に
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
街
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

こ
ま
で
復
興
し
た
神
戸
を
見
て
、
感
激
の
あ
ま
り
涙
が

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、 

昨
年
3
月
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
東
北
の
方
々
の
こ
と
を
思
い
ま
し

た
。
東
北
も
必
ず
や
復
興
し
ま
す
。
そ
し
て
、
復
興
し

た
暁
に
は
、
東
北
で
も
大
都
市
型
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
必
ず
参

加
し
た
い
と
心
底
思
い
ま
す
。 

私
は
、
生
ま
れ
育
ち
は
但
馬
で
す
が
、
20
歳
か
ら
生

活
し
て
き
た
こ
の
神
戸
の
街
が
大
好
き
で
す
。
い
つ
の
間

に
か
田
舎
で
生
活
し
た
期
間
よ
り
神
戸
で
の
生
活
が
長

く
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
今
年
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
絶
対
サ
ブ
3
時
間
30

分
を
狙
い
ま
す
！ 

 

（看
護
師 

青
田 

ひ
さ
み
） 

～ 研修会に参加して ～ 
看護師免許取得後 13 年目になり、心電図を 

判読できないコンプレックスを克服するため勇気 
を出して 2 年前循環器病棟への異動を希望しま 
した。毎日居残りをし、目が痙攣するほどモニター判読の勉 
強をしました。卒後年数が何年も下の人から基礎の基礎を 
教えてもらう日々でした。 

その過程で、今まで点と点であった知識が線になって結 
びつき、病態が見えてくる面白さを感じました。 
そのような時、院内でクリティカル研修があると聞き、参加を 
希望しました。クリティカル研修は救急看護に始まり、二次 
心肺蘇生法や呼吸器・心電図・検査データの読み方の講 
義を受講したことで、知識が深まり、あらゆる視点からの生 
命維持のモニタリングやアセスメント方法を学ぶ事が出来ました。 

病棟実習では腹膜炎、敗血症を伴い、両側付属器摘出術、虫
垂切除術、破裂腸管縫合術を受け人工呼吸器使用中の患者様を
受け持ちました。術後より数種類の血管作動薬を使用しながらの
循環管理を行っており、酸素化係数も 280 台と酸素化が不良で、
胸部レントゲン上無気肺がみられました。私は、無気肺の改善と人
工呼吸器関連肺炎予防のため人工呼吸器からの早期離脱を目標
にし、医師と共に側腹臥位による体位ドレナージを実施しました。 

循環動態が不安定であったため、最初はどこまで体位ドレナー
ジが出来るか不安でしたが、ドレナージ直後も状態の変化はあり
ませんでした。積極的に行った体位ドレナージの結果、胸部レント
ゲン上明らかに無気肺の改善が図れ、呼吸器からの離脱、気管内
チューブの抜管までに関わる事が出来ました。患者様の意識も
徐々に戻り、抜管後は安堵の表情が見られ、付き添っておられた
家族の方にも笑顔が見られました。 
エビデンスを持ち、適切な時期に適切なアセスメントを行い看護を
提供する事が、患者様の回復を左右するという事を実感出来まし
た。 

この研修を通して、自分のコンプレックスと向き合い、それを克
服することで看護の楽しさや喜び、達成感が得られたように思いま
す。今後は呼吸療法などクリティカル分野の更なる知識や技術の
向上に努めたいと思います。また他のスタッフにも看護の喜びを
実感してもらえるよう関わり、患者様のケアに一緒に取り組んでい
きたいと思います。 

（看護師 吉田 美穂）

 

当
院
に
は
14
名
の
糖
尿
病
療
養
指
導
士
（
ＣＤＥ
）
が
お
り
、
日
々

糖
尿
病
患
者
の
指
導
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
糖
尿
病
領
域
で

は
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
の
登
場
や
診
断
基
準
の
改
定
等
で
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
薬
剤
部
CDE
よ
り
最
近
話
題
の

イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。 

イ
ン
ク
レ
チ
ン
と
は
食
事
摂
取
に
よ
り
消
化
管
か
ら
分
泌
さ
れ

る
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
の
総
称
で
あ
り
、
現
在
GLP-1
と
GIP
の
二
つ
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

イ
ン
ク
レ
チ
ン
は
高
血
糖
に
な
る
と
膵
β
細
胞
に
作
用
し
イ
ン

ス
リ
ン
分
泌
を
促
進
し
、
ま
た
膵
α
細
胞
に
作
用
し
グ
ル
カ
ゴ
ン

（
血
糖
を
上
昇
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
）
の
分
泌
を
抑
制
し
ま
す
。
さ
ら

に
血
糖
値
が
正
常
化
す
れ
ば
こ
の
作
用
は
起
こ
ら
な
い
た
め
、
低
血

糖
を
起
す
こ
と
な
く
高
血
糖
を
改
善
で
き
る
魅
力
的
な
糖
尿
病
治

療
薬
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
分
泌
さ
れ
た
イ
ン
ク
レ
チ
ン
は
DPP-4
と
い
う
酵
素
に
よ

た
、
進
行
す
る
高
度
な
運
動
麻
痺 

、
膀
胱
直
腸
障
害 

が
あ
る
患
者
さ
ま
は
、
絶
対
的
手
術
適
応
の
た
め
、
手

術
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

患
者
さ
ま
の
立
場
に
た
っ
た
、
分
か
り
や
す
い
説
明

を
心
が
け
、
相
談
し
な
が
ら
医
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

治
療
を
行
う
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

（整
形
外
科 

木
澤 

卓
嗣
） 

 

椎間板ヘルニアの MRI 画像 ↑赤丸部分が圧迫された神経根

り
数
分
以
内
に
分
解
さ
れ
て
効
力
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
DPP-4
を
阻
害
し
内
因

性
の
イ
ン
ク
レ
チ
ン
を
増
加
さ
せ
る
内
服
薬

と
DPP-4 

に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
に
く
い
注
射
薬
が

お
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
今
ま
で
の
糖
尿
病
治
療
薬
で
は
し
ば

し
ば
体
重
増
加
が
問
題
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ク
レ
チ
ン
の
内
服
薬

で
は
体
重
の
増
加
は
認
め
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
注

射
薬
で
は
体
重
の
減
少
も
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
効
果
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
膵
臓
の
保
護
効
果
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
単
独
使
用
で
は
低
血
糖
の
リ

ス
ク
が
少
な
い
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
で
す

が
、
内
服
薬
販
売
開
始
後
ま
も
な
く
SU
薬
（
イ

ン
ス
リ
ン
分
泌
薬
）
と
の
併
用
で
重
篤
な
低
血

糖
を
起
こ
す
症
例
が
報
告
さ
れ
関
心
を
集
め

ま
し
た
。
そ
の
後
『
イ
ン
ク
レ
チ
ン
と
SU
薬
の
適
正
使
用
に
関
す

る
委
員
会
』
を
立
ち
上
げ
、
SU
薬
減
量
な
ど
の
注
意
喚
起
を
し
た

と
こ
ろ
重
篤
な
低
血
糖
の
報
告
は
激
減
し
ま
し
た
。 

イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
は
新
し
い
機
序
で
の
血
糖
降
下
作
用
に

加
え
、
低
血
糖
や
体
重
増
加
を
起
し
に
く
く
、
さ
ら
に
は
膵
臓
の
保

護
効
果
等
、
糖
尿
病
治
療
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
使
用
経
験
は
浅
く
長
期
使
用
に
よ
る
影
響

や
副
作
用
に
つ
い
て
は
今
後
も
注
意
深
く
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
お
薬
に
関
す
る
質
問
、
不
安
な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
い

つ
で
も
1
階
⑩
番
お
薬
窓
口
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

（
薬
剤
師 

高
田 

健
司
）

マンモグラフィについて 
近年ピンクリボン運動等により、乳がん検診を受けられる方が増え

ております。 
生涯女性の 20 人に 1 人が乳がんにかかると言われていますが、早
期に発見、治療ができれば約90％の人が治癒します。 
乳がん検診の主な項目には問診、視診、触診、画像検査がありま
す。 
画像検査は 2 種類あり、超音波検査またはマンモグラフィがありま
す。 
マンモグラフィとは X 線を用いた乳房撮影の事です。 
体の外側からの診察では判りにくい病気や、しこりが触れる場合に
はそれがどのような（良性や悪性等）ものなのかをマンモグラフィの
写真を見ることで乳房にできる大半の病気を見つけることができま
す。 
【撮影方法】 
撮影は診療放射線技師が行い、乳房を圧迫しながら両方の乳房の
方向を変えて撮影します。（当院では年間2,500 例です） 
【圧迫の必要性】 
乳房の病気を見つけるために、10 分の 1mm という、とても小さな病
変を写しだそうとしています。 
そのため乳房撮影装置についている板で頭側からと横から乳房を
圧迫します。圧迫することで均等な（薄く）厚みになり、重なりを排除
して見えにくい部分が出来るのを防ぎ、病気が見えやすくなり、少な
い X 線の量で良い写真が撮れます。痛みを経験される方もおられま
すが、撮影の際は御協力お願いします。 
尚、圧迫したからといって、がんが飛び散ることはありません。 

しかし、30 歳代以下では乳腺が発達していて濃度が高いため、乳
房全体が白っぽく写り、しこりが隠れて発見が困難で適さない場合
があります。 

マンモグラフィだけでは見つけにくい病変もあるので、超音波の
検査も併せて受けることをお勧めします。 

（放射線科 藤原 秀章） 
【マンモグラフィ検診施設画像認定取得】 

当院は、平成 20 年 6 月に「マンモグラフィ検診施設画像
認定」を取得しました。マンモグラフィ検診施設画像認定と
は、特定非営利活動法人マンモグラフィ検診精度管理中央委
員会が設けている画質、線量等の厳しい基準をすべて満たし
ている施設を認定施設とするものです。 

基準を維持するために、毎日の撮影装置の精度管理、撮影
技術の維持を心がけていますので安心してマンモグラフィ
検査を受けていただけます。  

本院では女性技師が乳房撮影を行うよう配慮し、受
診しやすい環境を提供しています。 

Q.ご家族や知人に当院をす

すめたいと思いますか

26.3%

51.1%

21.7%
0.2%0.7%

5：是非すすめたい

4：まあすすめたい

3：どちらともいえない

2：余りすすめたくない

1：全くすすめたくない

この度、4 月 5 日～11 日の平日 5 日間
において外来患者様へのアンケートを実
施いたしました。 

配布数 1,717 枚、有効回答数 1,158 枚、
回答率 67.4％と多くの患者様にご協力い
ただき大変感謝しております。 

アンケートは今回で 6 回目となり、患者
様からのご意見ご要望を活かせるよう職員
一同が努力し、少しずつではありますが良
い評価をいただけるようになってきていると
感じております。 

今回初めてお伺いした「当院を知人に
すすめたいと思いますか」の問に対し、
77.4％の患者様からおすすめいただけると
の評価をいただくことができました。 

今回いただいた多くのご意見ご要望に
つきましては各部門で改善するよう話し合
いを進めてまいります。また、お褒めの言
葉は職員の励みとさせていただきます。 

患者様とのよりよい信頼関係を築ける
様、職員一同より一層努力してまいります。 

 
（副院長 大鶴 実） 
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神
戸
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て


